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日頃より当事業所の運営にご協力いただき、ありがとうございます。 

令和三年度も残り少なくなってきました。年長児のみなさんとはもう少しでお別れになって

しまいますが残りの三か月、一緒に過ごせる時間を精一杯楽しめたらと思います。 

 

 

1月 17日、阪神淡路大震災から２７年が経過しました。 

当時の事を思い出すと様々な想いがこみ上げてきます。私は当時まだ幼かったのですが

父が私に覆いかぶさり身を守ってくれていたことを今でも鮮明に覚えています。 

日々の中で当たり前のようにできていること、あるものは、当たり前ではなく 

平凡な日々は何に変えてもそれだけで“幸せ”なのだと感じます。 

人の温かさ・思いやりの心・そして大地の恵み・物のありがたさを忘れずに感謝の気持ち

を持ち続けたいと思います。 

“命の尊さ”は子どもたちを抱きしめると感じずにはいられません。お金では買えない大切

なもの…ひとつとして代わりはありません。 

本年も子どもたちが元気に楽しく過ごせるように療育をしていきたいと思います。 

どうぞよろしくお願い致します。                    藤田 
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